
地域別の特性等 

 東葛・湾岸ゾーン 印旛ゾーン 香取・東総ゾーン 九十九里ゾーン 南房総・外房ゾーン 内房ゾーン 

人口・

世帯 

・県人口の 65％に当たる

約 400 万人が居住 

・ゾーン内の高齢者の割

合は 24％と、県全体の

割合より低く、また、生

産年齢人口が 62％と、

年齢構成の若いゾーン 

・2030 年のゾーン内の人

口は概ね横ばいである

が、高齢化率は 28％と

予想 

・都内への通勤・通学者が

多く、日常生活におけ

る東京とのつながりが

強い地域 

・県人口の11％に当たる約

70万人が居住 

・ゾーン内の高齢者の割

合は 25％と、県全体の

割合と同程度、また、生

産年齢人口の割合は

61％で、年齢構成の若い

ゾーン 

・2030 年のゾーン内人口

は約 68 万人、高齢化率

は 32％と予想 

・東京や千葉市への通勤・

通学者の割合が多い一

方、昼夜間人口比が

100％を大きく超える地

域もあるなど、周辺市町

村に対して大きな吸引

力を持つ 

・県人口の 4.5％に当たる

約 28 万人が居住 

・ゾーン内の高齢者の割

合は 32％と、高齢化率

が比較的高い地域 

・2030 年のゾーン内の人

口は約 22 万人、高齢化

率は 40％と予想 

・成田市と茨城県への通

勤・通学者が比較的多

く、日常生活においてこ

れらの地域とのつなが

りを感じる地域 

・県人口の 6％に当たる約

36万人が居住。 

・ゾーン内の高齢者の割

合は 30％と、県全体の

割合より高い。 

・2030 年のゾーン内の人

口は約 31 万人、高齢化

率は 41％と予想。 

・ＪＲ外房線、東金線、総

武本線のほか、圏央道

や千葉東金道路を活用

した都心を含む多方面

へのアクセスが良好

で、通勤・通学圏。 

・県人口の 3％に当たる

約 20 万人が居住。 

・ゾーン内の高齢者の割

合は 39％と、高齢化率

の高い地域。 

・2030 年のゾーン内の人

口は約 16 万人、高齢化

率は 46％と予想。 

・県外への通勤・通学者の

割合は 1％以下と県内

で最も少なく、市町村

別の昼夜間人口比率は

平均 95％とゾーン内で

活動している人の多い

地域。 

・県人口の 10％に当たる

約 60 万人が居住 

・ゾーン内の高齢者の割

合は 27％と、県全体の

割合より高い 

・2030 年のゾーン内の人

口は約 55 万人、高齢化

率は 32％と予想 

・アクアラインなどの交

通網整備の効果によ

り、東京・神奈川方面や

県内各地など多方面へ

の通勤・通学圏となっ

ている 

産 業 ・企業や大学、研究機関が

集積する産業基盤の充

実した地域 

・東葛地域は、技術力のあ

る企業が数多く立地し、

大学や研究機関等の集

積を活かし、医療、バイ

オテクノロジーなどの

先端技術産業分野の研

究開発や、ベンチャー企

業の育成なども活発に

展開 

・湾岸地域は、国際拠点港

湾の千葉港を有し、鉄

鋼や食品などの企業集

積が進み、国内有数の

テーマパークや大型商

業施設なども立地 

・成田空港を擁し、空港内

は約 4 万人に及ぶ就業

の場となっているほか、

空港周辺や臨空工業団

地を中心に物流関係企

業や空港 関連産業の集

積が進んでいる 

・千葉ニュータウンでは、

住宅のほか、企業や大学

等の業務・教育施設の集

積が図られており、近年

では、世界的企業も利用

するマルチテナント型

の先進的物流施設群、デ

ータセンターなどの立

地が進んでいる 

・県内最大の農業産出額

を誇り、農業が地域の基

幹産業として発展して

いる 

・水産業では、全国トップ

クラスの水揚げ量を誇

る銚子漁港を擁すると

ともに、大量に水揚げさ

れた水産物を利用した

多様な水産加工業が集

積する全国有数の水産

基地を形成 

・「日本ジオパーク」に認

定されている犬吠埼や

屏風ケ浦などの多様な

地形や豊かな自然、太平

洋や利根川などを望む

雄大な景色を有する 

・日本有数の砂浜と松の

緑が美しい九十九里浜

や水田などが広がる九

十九里平野、緑豊かな

里山風景を擁する房総

丘陵など多彩な自然に

恵まれている 

・サンブスギなどの森林

資源も全国的に有名

で、本県林業の中核を

担う地域 

・水産業は、イワシやハマ

グリなどの資源に恵ま

れ、これらを使用した

水産加工業も盛んに行

われている 

・多くの恵まれた漁場を

有していることから数

多くの漁港が存在し、

和田漁港は関東唯一の

捕鯨基地として特徴あ

る地域の食文化を形成

している。 

・温暖な気候と海や緑豊

かな自然環境に恵ま

れ、多くの観光施設や

宿泊施設などがある観

光業の盛んなゾーン 

・地元の新鮮な農林水産

物や加工品等を販売す

るだけでなく、農業体

験のメニューもあり、

魅力ある地域資源を集

約した観光の要となっ

ている 

・日本を代表する素材・エ

ネルギー型産業の工業

地帯が形成 

・研究開発施設や製薬、新

素材など幅広い産業が

立地 

・県内の製造品出荷額等

の半分以上を占め、今

後も、本県経済のけん

引役として重要な役割

が期待される 

まちづ

くり 

 

 

 

 

・人口密度が高く、また、

鉄道網の発達により主

要駅周辺を中心に、商

業・アミューズメント

施設や高層住宅など

様々な都市機能が集積

する一方で、東京湾、江

戸川、手賀沼などの豊

かな水辺空間や下総台

地など、生活の潤いと

なる自然環境も残され

ている 

・鉄道や幹線道路の整備

を背景として東京への

通勤圏が拡大し、千葉ニ

ュータウンなどの計画

的で大規模な市街地の

整備をはじめ、鉄道沿線

等における住宅地の開

発が進んできた 

・千葉ニュータウンにお

いては、優れた環境の居

住機能と業務・研究機能

を併せ持つ複合都市づ

くりが計画的に進めら

れるとともに、成田スカ

イアクセス開業により、

空港へのアクセスが飛

躍的に向上した 

・自然景観や歴史・文化な

どの地域資源を有効に

活用し、各地で個性豊か

なまちづくりが進めら

れている 

・圏央道は、大栄・横芝間

で整備が進められてい

るほか、暫定 2車線区間

の 4車線化と併せて、休

憩施設として道の駅と

連携したパーキングエ

リアが整備される予定 

 

・鉄道路線や圏央道が地

域内を縦断しており、

これらを利用した東

葛・湾岸ゾーン、都内へ

の通勤・通学圏として、

住宅地等の整備が進め

られてきた 

・県内で初めてブルーフ

ラッグを取得した山武

市の本須賀海岸をはじ

め、多くの海水浴場が

存在するとともに、体

験型観光などが盛ん 

・豊かな自然や歴史、文化

等の地域資源を生かし

たまちづくりが進めら

れており、温暖な気候

や海を生かしたリゾー

ト地のほか、先進医療

機関を生かした医療・

介護のまちづくりも進

められている 

・温暖な気候や魅力ある

まちづくり、道路ネッ

トワークの整備進展な

どにより、首都圏にお

ける移住・定住先とし

ての人気が高い 

・アクアラインなどを利

用した各方面への通

勤・通学圏としての優

位性が高まっており、

千葉県の玄関口である

アクアライン着岸地周

辺は、大規模な土地区

画整理事業により、道

路、住宅地、商業施設等

の整備が進められてい

る 

・圏央道などの整備進展

による利便性向上等の

効果を他ゾーンに波及

させるアクセス道路の

整備も進めている 

・計画的で住みよいまち

づくりと道路ネットワ

ークの整備進展によ

り、居住地としての人

気が高まっている 

ゾーン

の 

方向性 

・東京に隣接し、人口密度

が高いことから、新た

な感染症の発生時にお

ける迅速な対応や、災

害発生時における帰宅

困難者対策、広域避難

などの対応が迫られる

ため、各市と連携して

対策を推進する 

・東葛地域では、理工系大

学や研究機関、優れた

技術を有する中小企業

などの集積を生かし、

産学官連携の取組を進

め、ものづくり産業の

振興を図る 

・幕張新都心では、新駅設

置の効果として期待さ

れる、利便性や回遊性

の向上などを追い風

に、更なるＭＩＣＥ誘

致などの取組を推進す

る 

・北千葉道路など各種道

路整備の進展を踏まえ、

各市と連携し、企業誘致

の受け皿となる産業用

地の確保に努める 

・空港の更なる機能強化、

圏央道やそれにアクセ

スする国道及び県道な

どの整備効果を生かし、

空港周辺地域の活性化

を図る 

・市町と連携して計画的

な土地利用を進め、イン

ターチェンジ周辺等の

多様な産業の受け皿づ

くりを促進する 

・千葉ニュータウン周辺

地域は、多様な産業集積

や居住の場としての魅

力が向上していること

から、企業立地の促進や

交通利便性等の地域の

魅力を積極的に発信し、

人口増加につなげる 

・日本遺産等の歴史的資

源の活用などにより、外

国人観光客も意識した

観光地づくりに取り組

み、国内はもとより、訪

日外国人旅行者の更な

る誘客を図る 

・空港の更なる機能強化

や交通利便性向上によ

・基幹産業である農林水

産業の経営力強化を図

るとともに、空港を活用

した海外輸出等による

販路拡大に取り組む 

・市町と連携して計画的

な土地利用を進め、イン

ターチェンジ周辺等の

多様な産業の受け皿づ

くりを促進する 

・自然景観や歴史・文化な

どの地域資源を生かし

た観光を推進するとと

もに、訪日外国人旅行者

も意識したプロモーシ

ョンを推進し、成田空港

からの更なる誘客を促

進する 

・多様な産業展開や豊か

な自然、雄大な景色、多

彩な食などを有する地

域の魅力を発信し、移

住・定住の促進を図る 

・銚子連絡道路などの整

備進展や空港の機能強

化等を活用し、農林水産

業や観光業の更なる振

興を図るとともに、洋上

・圏央道や銚子連絡道路、

長生グリーンラインの

整備進展の効果を生か

し、各種産業活動の促

進を図る 

・市町村と連携して計画

的な土地利用を進め、

インターチェンジ周辺

等の多様な産業の受け

皿づくりを促進する 

・サーフィンの適地とし

て注目が高まる中、九

十九里の魅力を求めて

集まる人々の活力や感

性、ライフスタイルな

どをまちづくりや産業

振興に生かす 

・主要産業である農林水

産業の更なる発展を図

るとともに、豊かな自

然と、都心を含む多方

面への良好なアクセス

などの地域の魅力を発

信し、移住・定住を促進

する 

・幹線道路ネットワーク

の整備進展や空港の更

なる機能強化の効果を

・海や里山などの魅力的

な自然環境を発信する

とともに、訪日外国人

旅行者も意識したプロ

モーションを推進し、

成田空港や羽田空港か

らの更なる誘客を促進

する 

・二地域居住や自然の中

での子育てなど多様な

ライフスタイルを実現

できる地域の魅力、都

心や内房ゾーン等への

通勤圏であることを積

極的に発信し、移住・定

住の促進を図る 

・6 次産業化に取り組む

農林漁業者などを支援

するとともに、有害鳥

獣対策等に取り組む 

・空き公共施設等の地域

資源の活用や洋上風力

発電事業等の新たなビ

ジネス展開により雇用

の創出を図る 

・主要幹線道路につなが

る国道や県道の整備進

展による効果を生か

・広域的な幹線道路が集

まる交通の要衝である

アクアライン着岸地に

は、企業や住宅等の集

積が進んでおり、アク

セスの優位性を生か

し、雇用・居住の場とし

ての役割の向上を図る 

・東京湾臨海部の工業地

帯において、企業間連

携の促進や国への規制

緩和の働きかけを通

じ、脱炭素社会の実現

に向けた企業の事業環

境の向上を図る 

・市町と連携して計画的

な土地利用を進め、イ

ンターチェンジ周辺等

の多様な産業の受け皿

づくりを促進する 

・海ほたるや大規模商業

施設など集客力の高い

観光資源の魅力を積極

的に発信し、県内外か

らの観光客の呼び込み

につなげる 

・広域的な幹線道路ネッ

トワークの整備進展に
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・首都圏各地や成田空港

とのアクセス向上を生

かし、企業等の活動を

支援するとともに、地

域の魅力を積極的に発

信することで、首都圏

での都市間競争におけ

る更なる優位性の向上

を図る 

る、国内外の人・モノ・

財の流れを各分野に取

り込みつつ、観光や産業

振興など幅広い分野で、

行政、住民、企業が一体

となった地域振興を図

る 

風力発電事業の進展等

により新たな雇用を創

出し、地域の活性化を図

る 

活用し、農林水産業や

観光業など各種産業の

連携による地域振興を

図る 

し、観光業や農林水産

業の振興を促進すると

ともに、豊かな自然環

境等の魅力を積極的に

発信することで、観光

客の誘客や移住・定住

を促進する 

よるアクセス向上を生

かし、企業誘致の推進

や工業地帯の競争力強

化などに取り組むこと

で、本県の産業経済を

けん引する拠点の一つ

となることを目指す 

 


